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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月25日(2016.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの感情状態の指標を感知するように構成された１つまたは複数のバイオセンサと
、
　前記ユーザの前記感情状態に基づいて反応するように構成された機械的な羽と、
　前記ユーザの第一の感情状態が前記１つまたは複数のバイオセンサによって感知された
場合、第一の手法で前記機械的な羽を動かし、前記ユーザの第二の感情状態が前記１つま
たは複数のバイオセンサによって感知された場合、異なる第二の手法で前記機械的な羽を
動かすように構成されたマイクロコントローラと
を備える、ロボットの蝶。
【請求項２】
　前記機械的な羽は、加熱されると収縮する電線と組み合わされており、前記マイクロコ
ントローラは、前記電線を加熱させるまたは冷えさせることにより前記機械的な羽を動か
す請求項１に記載のロボットの蝶。
【請求項３】
　前記マイクロコントローラは、前記ユーザの前記第一の感情状態を示す穏やかなホバリ
ングで前記ロボットの蝶の前記機械的な羽を動かし、前記ユーザの前記第二の感情状態を
示す大きい羽ばたきで前記ロボットの蝶の前記機械的な羽を動かす、請求項１に記載のロ
ボットの蝶。
【請求項４】
　前記マイクロコントローラは、前記ユーザの前記第一の感情状態を示す第一の速度で前
記ロボットの蝶の前記機械的な羽を動かし、前記ユーザの前記第二の感情状態を示す第二
の速度で前記ロボットの蝶の前記機械的な羽を動かす、請求項１に記載のロボットの蝶。
【請求項５】
　ユーザの感情状態の指標を感知するように構成されたバイオセンサと、
　前記バイオセンサが前記ユーザの第一の感情状態の指標を感知する場合、第一の速度で
動くことによって、かつ、前記バイオセンサが前記ユーザの第二の感情状態の指標を感知
する場合、第二の速度で動くことによって、前記ユーザの前記感情状態に基づいて動くよ
うに構成された機械的な羽と、
　を備える、気分作動装置。
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【請求項６】
　気分作動装置が、機械的な蝶を含み、前記機械的な羽が、前記機械的な蝶の羽を含む、
請求項５に記載の気分作動装置。
【請求項７】
　前記機械的な羽が、前記ユーザの前記感情状態にマッピングされるように動くことによ
って、前記ユーザの前記感情状態に基づいて動くように構成される、請求項５に記載の気
分作動装置。
【請求項８】
　前記機械的な羽が、前記ユーザの前記感情状態にマッピングされるように動き、当該動
きが前記ユーザの前記感情状態を視覚的に反映することによって、前記ユーザの前記感情
状態に基づいて動くように構成される、請求項５に記載の気分作動装置。
【請求項９】
　前記機械的な羽が、前記ユーザの前記感情状態を変化させる助けとなるように設計され
たように動くことによって、前記ユーザの前記感情状態に基づいて動くように構成される
、請求項５に記載の気分作動装置。
【請求項１０】
　前記気分作動装置は、前記ユーザによって着用可能である、請求項５に記載の気分作動
装置。
【請求項１１】
　前記バイオセンサが、前記ユーザと物理的な接触を行うように構成される、請求項５に
記載の気分作動装置。
【請求項１２】
　前記バイオセンサが、心拍数モニタ、心電図モニタ、または電気皮膚反応モニタのうち
の少なくとも１つを含む、請求項５に記載の気分作動装置。
【請求項１３】
　ユーザの感情状態の指標を感知することと、
　前記ユーザの第一の感情状態の指標を示す第一の速度で動くことによって、または、前
記ユーザの第二の感情状態の指標を示す第二の速度で動くことによって、前記ユーザの前
記感情状態に基づいて、気分作動装置の機械的な羽を動かすことと、
　を含む、方法。
【請求項１４】
　前記気分作動装置が、機械的な蝶を含み、前記機械的な羽が、前記機械的な蝶の羽を含
む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記動かすことは、前記ユーザの前記第一の感情状態を示す穏やかなホバリングに対応
する前記第一の速度で前記ロボットの蝶の前記機械的な羽を動かし、前記ユーザの前記第
二の感情状態を示す大きい羽ばたきに対応する前記第二の速度で前記ロボットの蝶の前記
機械的な羽を動かす、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ユーザの前記第一の感情状態は、リラックスな状態を含み、前記ユーザの前記第二
の感情状態はストレスを感じている状態を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記機械的な羽は、前記ユーザの前記感情状態を示すように設計されたように動く、請
求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記機械的な羽は、前記ユーザの前記感情状態を視覚的に反映するように設計されたよ
うに動く、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　前記機械的な羽は、前記ユーザの前記感情状態を変化させる助けとなるように設計され
たように動く、請求項１３に記載の方法。
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